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展

望

第
九

回

ド
ー

ハ

諸
宗
教
対
話
会
議
報
告
記

渡

　
辺

学

　

私
は
、

外
務
省
の

打

診
に

よ
り
日

本

宗
教
学
会
の

推
薦
を

得
て

小
原

克

博
同
志

社
大
学
教
授
（
同
大
学
一

神
教

学
際
研
究
セ

ン

タ

ー

長）

と
と
も

に

二

〇
一
一

年
f
月
二

三

〜

二

六

日

に

カ

タ

ー

ル

国
の

ド

ー

ハ

に
お
い

て

ド
ー

ハ

国

際
諸
宗
教
対
話
セ

ン

タ
ー

（

Uo

冨

ぎ
毎

旨
鉾
δ
口

巴

O
Φ
ロ
け

奠

♂
「

H

ロ

9
ユ
巴

跨
】
9
巴
o
αq
ロ
Φ

eH
Ω
d）
）

に

よ

っ

て

開
催

さ
れ

た

第
九

回
ド
ー

ハ

諸

宗
教
対
話

会
議
に
招
聘
さ
れ

た
。

本
会
議
は

き
わ

め
て

大
規

模
で

あ
り

、

公
式
発
表
に

よ

る

と

六
十
力

国
以

上
か

ら
二

四
二

名
の

参
加

者
が
あ
っ

た
と
の

こ

と

で

あ
る

。

　
こ

こ

で

ま

ず
カ

タ
ー

ル

国
の

概
要
を

説
明
し

て

か

ら

同
会
議
に
つ

い

て

報
告
し
た
い

。

　
カ

タ
ー

ル

国
は
、

一

九
七
】

年
に
イ
ギ

リ
ス

か
ら

独
立
し
た

若
い

首
長

国
で

あ
る

。

面
積
は

長

野
県
よ

り
も
多
少
小
さ

く、

人
口

は
一

四

〇

万
人

ほ

ど
で

同
県
の

半

分
程
度
で

あ
る
。

主

な
宗
教
は
イ
ス

ラ

ー

ム

の

ス

ン

ナ

派
が
八

〇
％
ほ

ど
で

あ
り、

シ

ー

ア

派
と

ワ

ッ

ハ

ー

プ

派
が
そ
れ

ぞ
れ
］

Q
％

ほ

ど

を

占
め
て

い

る
。

公
用

語
は

ア

ラ

ビ

ア

語
で

あ
る
が

、

英
語
も

政

財
界
を
中
心
と

し
て

広
く
理
解

さ
れ

て

い

る
、

カ

タ

ー

ル

は

石
油
を
産

出

す
る

だ

け
で

な

く
、

天
然
ガ

ス

が
今
後．
．

百

年
枯
渇
す
る
こ

と
な
い

ほ

ど
の

埋

蔵
量
を
誇
る

豊
か
な

国
で

あ
る

。

　
同

会
議
は
、

カ

タ
ー

ル

政

府
の

強
力
な
バ

ッ

ク

ア

ッ

プ

に

よ

り
二

〇

〇

一

年
九

月
一
一

日

の

同

時
多
発
テ

ロ

に
よ
っ

て

分

断
さ
れ

た

世

界
情
勢
を

顧
み
て、

イ
ス

ラ

ー

ム

世

界
の

イ

ニ

シ

ア

テ

ィ

ブ

に

よ
っ

て

ユ

ダ
ヤ

教、

キ

リ
ス

ト
教
、

イ

ス

ラ

ー

ム

と

い

う
三

つ

の
一

神
教
の

相
互

対
話
を

促
進

す
る

た

め
に

開
催
さ
れ
る

よ

う
に

な
っ

た
と

考
え

ら
れ
る

、

そ
し
て
、

開

催
主

体
と
な
る

ド

ー

ハ

国
際

諸
宀

示

教
対
話
セ

ン

タ

ー
は
、

二

〇
〇
七

年
五

月
開
催
の

第
五

回
会
議
の

際
の

推
薦
に

よ
り
二

〇

〇
八

年
五

月
に

公
式
に

開
設
さ
れ
た

。

　
ド

ー

ハ

国

際
諸

宗
教
対
話
セ

ン

タ
ー

は、

異
な
っ

た

信
仰
を

持
つ

者
の

平
和
共
存
の

実
現
と

諸
宗
教

対
話
の

国
際
的
な

参
照
枠
と

な
る

こ

と

を
想

定
し
て

い

る
。

ま
た
、

同
セ

ン

タ

ー

は
、

「

1
他
者
に

対

す
る

平
和
的
な

寛
容
や

受
容
を
唱

道
す
る
セ

ン

タ

ー

と

な
り、

2
人

類
の

課
題
と

な
っ

て

い

る

諸
問

題
に

対

す
る

解

決
策
を

見
つ

け
る

宗
教
的
な

価

値
を

活
性
化

し、

3
宗
教
と
相
互

に

影
響
を
与
え

合
う
牛

活
の

諸
側

面
を
含
む

対
話
の

視

野
を

広
げ、

4
研
究
者
や

学
者
だ

け
の

対

話
で

な

く、

宗
教

的
価
値
と

実
生

活
の

問
題
の

関
係
に

関
心
の

あ
る

人
々

と

の

対
話
に
従
事
し
て

い

る

人
々

の

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク

を
増
進
し、

5
こ

の

分
野

に
お

け
る

学
術

情
報、

教
育
情
報、

ト
レ

ー

ニ

ン

グ

情
報
を

提
供
す
る

権
威
と

な
る
」

こ

と

を
目

的
と
し

て

い

る
。

　
ま

た、

同
セ

ン

タ
ー

は
、

カ

タ

ー

ル

大
学
学

長
で

あ
っ

た

イ
ブ

ラ

ヒ

ム
・

サ
レ

i
・

ア

ル

ナ

イ

ミ

教
授

（

専
門
は

化
学）

を

理
事
長
と

し、

多

く
の

カ

タ

ー

ル

大

学
教

授
が

理
事
を

務
め
る

と

と

も
に
、

海

外
の

キ

リ
ス

ト

教
徒
や

ユ

ダ
ヤ

教
徒
の

著
名
人
を

評
議
員
と

し

て

い

る
。

　
同
セ

ン

タ

ー

は、

さ

ま
ざ
ま
な

信
仰

を
持
っ

た

人
々

の

間
の

建
設
的
な

対
話
を

追
求
す
る
こ

と

を
う
た
っ

て

い

る

が、

事
実
上
、

ユ

ダ
ヤ

教、

キ

184（806）
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出展

リ
ス

ト
教、

イ
ス

ラ

ー

ム

の

三

つ

の
一

神
教
の

み

を

対
象
と

し
て

い

る

こ

と

は

否
定
で

き
な
い
。

　

第
九
回

ド

ー

ハ

諸
宗
教

対
話
会

議
の

テ

ー

マ

は
、

「

ソ

ー

シ

ャ

ル
・

メ

デ

ィ

ア

と

諸
宗
教
対

話
　
　
新
た
な

関
係
」

で

あ
っ

た
。

ソ

ー

シ

ャ

ル
・

メ

デ

ィ

ア

と
は
、

ヨ・
巨
Φ

「 、

貯
o
Φ
σ

oo

貯 、

プ
ロ

グ

な

ど
、

個
人

に

よ

る

ネ
ッ

ト
上

の

情
報
発

信
の

こ

と
を

意
味
す
る

。

　

同
会
議
の

企

画

書
に

は

以

下
の

よ

う
に

書
か

れ
て

い

る
。

「

若
い

果
物

売
り
が

チ
ュ

ニ

ジ

ア

や

多
く
の

ア

ラ

ブ

諸
国
の

政
治
的

革
命
を

触
発
す
る

と
は

だ

れ

も

予
想
し
て

い

な
か

っ

た
。

し

か
し、

［
チ

ュ

ニ

ジ
ア

の
］

h

芯

れ
ら
れ

た

州
（
シ

デ
イ
・

ボ

ウ

ジ

ド
州
）

で

［

果
物
売
り
の
］

仕
事
を

す

る
の

を
女

性
警
察

官
に

妨
げ
ら
れ
た
と
き

、

モ

ハ

メ

ッ

ド
・

ボ

ウ

ア

ジ

ジ

は

そ
の

こ

と

に

触
発

さ
れ

て

自
ら
の

か

ら
だ
に

火
を

放
っ

た
の

で

あ
っ

た
。

そ
し
て、

膨

大
な
冖

乱
ヰ

霞

や
プ

ロ

グ

や

歇
o
 

σ
oo

評

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

が

世
界
各
地
に

事
件
の

詳
細
を

広
げ
る

こ

と

に

な
っ

た
。

…

さ
ら
に

、

チ
ュ

ニ

ジ

ア

や
エ

ジ
プ
ト

、

北
ア

メ

リ
カ

や
中
東
の

他
の

場
所
で

起
こ

っ

た

民
衆
革
命
に

加
え
て、

か
つ

て

な
い

ス

ピ
ー

ド
で

情

報
を

拡
散
し
た
ソ

ー

シ

ャ

ル
・

メ

デ

イ

ア

ニ
不

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

若
き
デ
モ

ン

ス

ト

レ

ー

タ

ー

や

活
動
家
に

よ

っ

て

用
い

ら

れ
た

現
代
の

電
子
メ

デ

ィ

ア

に

は

も
う
一

つ

別
種
の

革
命
が
あ
っ

た．．

市

民
や

レ

ポ

ー

タ

ー

は
こ

れ
ら
の

ツ

ー

ル

を
用

い

て
、

時
々

刻
々

と
こ

れ
ら
の

出

来
事
を

発
信
す
る

こ

と
に

よ
っ

て

電
子

メ

デ

ィ

ア

に

ラ

デ

ィ

カ

ル

な

変
化
を
生
じ

さ
せ

た

の

だ

っ

た
」

。

　
こ

の

よ
う
に
、

同
会
議
は
、

は
た
目

で

は

「

火
中
の

栗
を
拾

う
」

か
に

見
え
る

事
態
に

積
極
的
に
取

り
組
み
、

ソ

ー

シ

ャ

ル
・

メ

デ

ィ

ア

が

諸
宗

教
対
話
に

ど
の

よ

う
な

変．
化
を

も
た

ら
す
の

か
を

見
極
め

よ

う
と
い

う
先

進
的
で

意
欲
的
な
試
み
を

し
よ

う
と

し
た
の

で

あ
る

。

ま

ず
そ
の

点
を

高

く
評
価
し

な

け
れ

ば

な
ら

な
い
。

　

本
会
議
が

柱
と

し
た

テ

ー

マ

と
口

程
は

以
下
の

通
り
で

あ
る
。

第
一

日
（
十
月、
一
四

目
（
月
ご

　
午
前
九

時
−
午
後
五

時
半

＊

オ
ー

プ
ニ

ン

グ
・

セ

ッ

シ

ョ

ン

＊

全
体
セ

ッ

シ

ョ

ン

ー

　
主

題
ー

　
コ

ミ
ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

・

テ

ク
ノ

ロ

ジ
ー

の

出
現

、

歴

史、

　

発
展

　

 
ソ

ー

シ

ャ

ル
・

コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

の

手
段、

サ
イ

ト
、

サ
ー

ビ

　
　

ス
、

利
用
の

概

観

　

 
洗
練
さ
れ

た

対
話
の

ツ

ー

ル

に

お
け
る

ソ

ー

シ

ャ

ル

・

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

　
　

ー

シ
ョ

ン

の

手
段
の

利
用

 
新
た
な
テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

を

用
い

て

佃
入
間
の

対
話
や
集
団
問
の

対
話

　
　

に
お
け
る

コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー
シ

ョ

ン

の

手
段
を
い

か
に

利
用
す
る

か

＊

全

体
セ

ッ

シ
ョ

ン

　
科
学
と

宗
教
（
イ
ス

ラ

ー

ム

世
界
科
学
ア

カ
デ

ミ

ー

共
催
）

＊

パ

ネ
ル
・

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン
・

セ

ッ

シ
ョ

ン

（
1
）

　・
干

題

　
ソ

ー

シ

ャ

ル
・

コ

ミ

ュ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

の

最
適
利
用

＊

ス

ー

ク
・

ワ

キ
ー

プ

へ

の

ツ

ア

ー

と
公

式
晩

餐
会

　
午
後
七

時
−
卜

時

第
一

日
（
十
月
二

五
日

（

火）
）
　

午
前
九

時
i
午
後
五

時
半

＊

全

体
セ

ッ

シ

ョ

ン

皿

　
主
題
H
　
諸
宗
教
対
話
に

お

け
る
ソ

ー

シ

ャ

ル
・

メ

デ

ィ

ア

の

利
用
の

　
利
点

（807）185
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諸

宗
教
対
話
の

セ

ン

タ

ー

や
こ

の

領
域
に

興
味
を

持
っ

た

り

従
事
し

　
　
た

り
し

て

い

る

人
々

の

間
で

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

や
協

力
の

創

　
　
出

に
お

け
る

ソ

ー

シ

ャ

ル
・

コ

ミ
ュ

ニ

ケ
！

シ
ョ

ン

の

重
要
性

　
 
す
べ

て

の

ユ

ー

ザ
ー

の

意
見
や

表
現
の

自

由
の

尊
重

 
諸

宗
教
対
話
の

セ

ン

タ

ー

は
、

ソ

ー

シ

ャ

ル

・

メ

デ
ィ

ア

を

通
じ

て

　
　
諸

宗
教
の

信

徒
が

共
存
す
る
の

に

最
適
な

環
境
を
牛

み
出
す
こ

と
に

　
　
よ

っ

て

利
益
を

得
る

＊

全

体
セ

ッ

シ
ョ

ン

皿

　
主
題
皿

　
さ
ま
ざ
ま

な
コ

ミ
ユ

ニ

テ

ィ

に

お
け
る

ソ

ー

シ

ャ

ル
・

メ

デ

　
ィ

ア

の

利
用
に

関
す
る

反
省

 
ソ

ー

シ

ャ

ル
・

コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

は
、

伝
統
や
慣
習
の

弱
体
化

　
　
や

社
会
的
関

係
の

縮
小
に
い

か
に

貢
献
し
て

き
た
か

 
宗

教
的
コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

に
お
け
る

ソ

ー

シ

ャ

ル

：
不
ッ

ト
ワ

ー

キ
ン

　
　
グ

の

サ

イ
ト

の

誤

用

 
新
た
な
テ

ク

ノ

ロ

ジ
ー

の

利
用
の

倫
理

＊

パ

ネ
ル
・

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン
・

セ

ッ

シ
ョ

ン

（
2

）

　
主
題

　
ソ

ー

シ

ャ

ル
・

コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

の

ツ

ー

ル

の

賛
否
と

諸

　
宗
教

対
話
の

活
動
に

関
す
る

反
省

＊

ド
ー

ハ

・

シ
ェ

ラ
ト
ン
・

ホ

テ

ル

で

の

晩
餐
会
　
午
後
八

時
−
卜

時

第一．
日
（
十

月．

エ
ハ

凵
（
水
）

）
　
午

前
九

時
−

午
後
二

時
半

＊

全
体
セ

ッ

シ
ョ

ン

W

　 
土

題
W
　
　

ソ

ー

シ

ャ

ル
・

コ

ミ
ュ

題
に

積
極
的
に

利
用
す
る
こ

と

 
現
代
の

コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー
シ

ョ

ン

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

諸
宗
教
対
話
の

問

・

テ

ク
ノ

ロ

ジ
ー

の

利
用

効
果
と

ア

　
　
ラ

ブ
諸

国
に

お
け
る

自

由
化
の

発
展
と
の

結
び
つ

き

 
こ

の

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

を

用
い

て

い

か

に

し
て

対
話
を
若

者
に

近
づ

け

　
　
る
こ

と

が
で

き
る
か

 
ソ

ー

シ

ャ

ル

：
不

ッ

ト

ワ

ー

キ
ン

グ
・

サ
イ
ト
の

登

場
は
、

若
者
の

　
　
見
解
の

自
由
な
表
現
の

飛
躍
的
な

増
加
を
も
た

ら
し
た

。

成
功
体

験

　
　（
エ

ジ
プ

ト
の

革
命
と

チ
ュ

ニ

ジ
ア

の

革
命
）

の

例

＊

全
体
セ

ッ

シ

ョ

ン

V

　
主
題
V
　
ソ

ー

シ

ャ

ル

ー
不
ッ

ト
ワ

ー

キ
ン

グ

の

ツ

ー

ル

か

ら

社
会
を

　
守
る

た
め
の

宗
教
的
枠
組

み
や

倫
理

的
規
制
を
開
発
す
る

こ

と

 
建
設
的
な
対

話
と
い

う

目
的
の

た
め
に

情
報
と
コ

ミ
ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

　
　
ン
・

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー
を

使
い

こ

な

す
こ

と
の

挑
戦

　
 
コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

開
発
の

ル

ネ

サ
ン

ス

に

お

い

て

ソ

ー

シ

ャ

ル
・

ネ
ッ

　
　
ト
ワ

ー

キ

ン

グ
・

サ
イ
ト

の

た
め

に

い

か

に

し
て

個
々

人
を

宗
教

的

　
　
に

準
備
し

た

り
適
任
な

も
の

に
し
た

り
す
る

か

　
 
ソ

ー

シ

ャ

ル
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー

キ

ン

グ
の

利
用
の

た
め

の

グ
ロ

ー

バ

ル

　
　
な

行
動

規
範
の

必

要
性

　
　
宗
教
的
視

点
か

ら

＊

最
終
セ

ッ

シ
ョ

ン

＊

文
化
村
「

カ

タ

ラ
」

へ

の

ツ

ア

ー

　
午
後
六

時
半
1

八

時
半

　

第
九

同
ド
ー

ハ

諸
宗
教
会
議
の

特
徴
と
し
て

は
、

以

下
の

点
を

挙
げ
る

こ

と
が

で

き
る

。

　

第
一

に、

政
治

的
な

色
彩
が
強
い

こ

と
。

開
会
挨
拶
は

、

ギ

催
者
の

ア

ル
・

ナ
イ
ミ

理
事

長
だ

け
で

な
く
、

カ

タ

ー

ル

の

法
務
大
臣
ハ

ッ

サ
ン
・

ビ

ン
・

ア
ブ
ド
ウ

ッ

ラ
・

ア

ル
・

ガ

ヒ

ム

氏
が

行
っ

て

い

る

し、

ビ

デ

オ

参
加
な
が

ら
ゲ
ス

ト
ス

ピ

ー

カ

ー

と
し

て

ポ
ル

ト

ガ
ル

共

和
国
前
大
統

領

186（808）
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の

ホ

ル

へ

・

デ
・

サ

ン

パ

イ
オ

氏
（
社
会
党
所
属
の

不
可
知
論
者
）

が

参

加

し
て

い

る
。

ま
た
、

ア

メ

リ
カ

合

衆
国
に

お

い

て

民
卞

党
政
権
に

強
い

影
響
力
を

持
っ

て

い

る

ジ
ェ

シ

ー
・

ジ
ャ

ク

ソ

ン

牧
師
も
講
演
者
と
な
っ

て

い

る
。

さ
ら
に、

ユ

ダ

ヤ
教
徒
の

代
表

者
が

南
北

ア

メ

リ

カ

や
ヨ

ー
ロ

ッ

パ

か
ら

も
選
ば

れ
て

参
加
し

、

講
演
を

行
っ

て

い

る
。

（
た
だ

し、

現．

在、

カ

タ

ー

ル

政
府
は

イ
ス

ラ

エ

ル

人
の

人
国
を
認

め
て

い

な
い

た
め
、

イ
ス

ラ

エ

ル

の

ユ

ダ
ヤ

教
徒
の

参

加
は

な
い
）

。

さ
ら
に
、

ボ
ス

ニ

ア

阻

ヘ

ル

ツ

ェ

ゴ

ビ

ナ
、

バ

ン

グ

ラ

デ

シ
ュ

、

ス

ー

ダ

ン
、

を
は

じ

め

と

し

て
、

世
界

各
地
の

ム

ス

リ

ム

の

代
表
が
招
か

さ
れ

て

い

て

多
数
派
を
占
め

て

い

る
こ

と
が

指
摘
で

き
る

。

　

第
二

に、

一

神
教
徒
の

対
話
に

限

定
し
て

い

る

こ

と
。

こ

こ

で

対
話
の

当
事
者
と

し
て

考

え
ら
れ
て

い

る

の

は
、

ユ

ダ
ヤ

教

徒、

キ

リ

ス

ト

教

徒
、

ム

ス

リ
ム

だ

け
で

あ．
り、

ヒ

ン

ド

ゥ

i
教、

道
教、

仏
教

、

神
道

な

ど
の

代
表
は

含
め

ら

れ
て

い

な
い

。

そ

の

点
、

不
可
知
論
者
の

サ
ン

パ

イ

オ
元

大
統
領
は
例

外
で

あ
る

。

と

り
わ

け、

日

本
の

よ

う
に
一

神
教

徒
が

．

パ

ー

セ

ン

ト
内

外
の

国
の

代
表
を
カ

ト
リ

ッ

ク

や

プ
ロ

テ

ス

タ

ン

ト
が

務
め
る

の

は
、

口

本
の

宗
教
状
況
の

実

情
を
反
映
し

て

い

る

と
は

言
え
な

い

だ
ろ

う
。

　

第
三
に、

対
話
の

テ

ー

マ

設
定
が
信
仰
の

問
題
で

は

な
く、

今
日

的
な

問
題
に

限

定
さ
れ
て

い

る

こ

と
。

と

り
わ
け
印
象
的
で

あ
っ

た

の

は
、

ソ

ー

シ

ャ

ル
・

メ

デ
ィ

ア

に

対
す
る

ユ

ダ

ヤ
教、

キ
リ

ス

ト
教
、

イ

ス

ラ

ー

ム

の

観
点
か
ら
の．
評
価
と
い

っ

た
も
の

が
】

切
語
ら
れ
な
か
っ

た

こ

と

で

あ
る

。

つ

ま
り、

「

ソ

ー

シ

ャ

ル
・

メ

デ

ィ

ア

と

諸
宗
教
対
話
」

と

い

う

共

通
の

問
題
に

つ

い

て
、

そ
れ
ぞ
れ
の

代
表
が

諸
宗
教
対
話
の

経
験
や

ソ

ー

シ

ャ

ル
・

メ

デ

ィ

ア

と

「

ア

ラ

ブ
の

春
」

の

経
験
な
ど

を

元
に

し
て

、

語
り

合
う
と

い

う
ス

タ

イ

ル

の

も
の

で

あ
っ

た

の

で

あ
る

。

し
た

が
っ

て
、

そ
れ

ぞ
れ
の

宗
教
的
な
視
点
が
ぶ

つ

か

り
合

う
と
い

う
性
質
の

も
の

で

は
一

切
な
か
っ

た
と
い

う
こ

と

が
指

摘
で

き
よ

う
。

　

第
四

に
、

多
く
の

女
性
が

講
演
者
や

議
長
に

選
出
さ
れ

て

い

た

こ

と
。

こ

れ
は

、

イ

ス

ラ

ー

ム

主
催
の

会
議
と

い

う
こ

と
で

言
え
ば
、

大
き
な

収

穫
で

あ
っ

た、、

単
純
に

比
較

す
る

こ

と

は
で

き
な
い

が、

わ

が

国
の

宗
教

界
や

宗
教

学
界
と

比
較
し
て

も
、

は

る

か
に

女
性
に

対
し
て

開
か

れ
て

い

る

印
象
を

持
っ

た
。

　

第
五

に
、

参
加
者
に

高
齢

者
が

多
か

っ

た

こ

と

も
あ

り、

ソ

ー

シ

ャ

ル

・

メ

デ

ィ

ア
・

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ
が
セ

ッ

シ

ョ

ン

と
並

行
し

て

行
わ
れ

て

い

た

こ

と
。

こ

れ
ら
は
、

初
級
と
中

級
が

同
時
に、
一
日

に

わ

た
っ

て

開

催
さ
れ

た
。

つ

ま

り
、

こ

の

テ

ー

マ

自

身
が

最
新
の

状

況
を
反

映
し
て

い

る

よ

う
に
、

ソ

ー

シ

ャ

ル
・

メ

デ

ィ

ア

自

体
に

対
す
る
入
門
も
サ

ー

ビ

ス

と

し
て

提
供
さ
れ
て

い

た
の

で

あ
る

。

　

第
六
に
、

セ

ッ

シ

ョ

ン

の

ス

タ

イ

ル

と

し

て

は
、

議
長、

報
告
担
当

者、

七

名
前
後
の

講
演
者
が
壇
上
に

ト

が

り、
一
．

時
間
ほ

ど

の

時
間
枠
を

費
や
す
こ

と
。

こ

れ

に

関
し
て

は
、

事
前
の

時

間
配

分
に

関
し
て

十

分
に

周
知
徹
底
し
て

い

な

か
っ

た

た

め
、

一

人
で

数
十
分
も

費
や
す
講
演

者
が

い

た

り
し
て、

セ

ッ

シ
ョ

ン

に

よ

っ

て

は

す
べ

て

の

講
演
者
が

講
演
を
し

た
だ

け

で

時
間
を
オ

ー

バ

ー

し

て

し
ま
い
、

　一

切
質
疑
応

答
が

な
か
っ

た

も
の

も
多
々

見
ら
れ
た

。

そ
の

点、

司
会

者
の

技
量
に

す
べ

て

が
か
か
っ

て

い

て
、

有
能
な
司
会

者
の

元
で

は
、

発

表
が

す
べ

て

十

数
分
以
内
に

限

定
さ

れ
、

十
分
に
議
論
の

時
間
が

残
さ
れ
た
も
の

も
あ．
っ

た
が、

そ
れ
は

む
し
ろ

例
外
で

あ
っ

た
。

　

第
七
に

、

公

用
語
が

英
語

、

フ

ラ

ン

ス

語
、

ア

ラ

ビ

ア

語
で

あ
り、

同

（809＞187
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時
通
訳
が
付
さ
れ
て

い

た

も
の

の
、

そ
れ
ぞ
れ

の．＝
口

語
が
特
定
の

チ

ャ

ン

ネ
ル

に

固

定
さ
れ

て

い

る

わ

け
で

は

な
か
っ

た
こ

と
。

今
回、

出

席
し

て

み
て
、

ア

ラ

ビ

ア

語
が
ム

ス

リ

ム

に

と
っ

て

世
界

共
通
の

言
語
で

あ
る

こ

と
を

改
め

て

思
い

知
ら

さ
れ
た
点
で

は

有
意
義
で

あ
っ

た

が
、

同

時
通
訳

の

チ

ャ

ン

ネ
ル

が

予
告
な
く
跳
ん
で

し

ま
う
た
め、

私

自
身、

パ

ネ
ル
・

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン
（
1）
の

報

告
担
当
者
と

し
て

壇
上
で

ノ

ー

ト
を
と
っ

て

い

る
際
に

も

英
語
チ
ャ

ン

ネ
ル

を

探
し
て

難
儀
を
す
る

よ

う
な

場
面
が

何
度
も
あ
っ

た
。

そ
の

点、

同
時

通
訳
に
関
し
て

は

改

善
の

余
地
が

あ
る

よ

う
に
思
わ

れ
た

。

　

今
回
の

会
議
に

関
し

て

は
、

「

ソ

ー

シ

ャ

ル
・

メ

デ

ィ

ア

と

諸
宗
教
対

話
　

　
新
た

な

関
係
」

と
い

う
テ

ー

マ

設
定
か
ら
わ
か

る
と

お

り、

き
わ

め
て

意
欲
的
な
テ

ー

マ

な
が

ら
研

究
史
が

成
立
し
て

い

な
い

の

は

当
然
の

こ

と
で

あ
る

、

そ
の

た
め
、

か
た
や

体
験
談、

か
た
や
一

般
論
が

散
発
的

に

繰
り
返
さ
れ
る
状
況
で

あ
っ

た
。

そ
の

た

め、

そ
れ

ぞ
れ
の

体

験
や

自

説
の

表
明
が

行
わ

れ
て

、

大
会
自
体
と

し
て

何
ら
か
の

議
論
の

深
ま

り
が

あ
っ

た

か

と
い

う
と

、

そ
れ
は
あ
ま

り
感
じ
ら
れ
な
か
っ

た
。

　
凵

取

後
に、

本
会
議
は
、

最
後
に

宣
言

を
採
択

し
て

公

表
し

て

い

る

の

で
、

そ
の
一

部
を
個
々

で

紹
介
し
て

お

き
た

い
。

「

全
体
セ

ッ

シ

ョ

ン

は
、

初
級
と

中
級
の

ソ

ー

シ

ャ

ル
・

メ

デ

ィ

ア

の

理
論
と

利
用
に

関
す
る

ワ

ー

ク

シ
ョ

ッ

プ
に

よ

っ

て

補
完
さ
れ、

若
者
が

さ
ら
に

正

義
と

平
和
に

よ

っ

て

世

界
を

構
築
す
る

責
任
を
と

る
に

つ

れ
て

会
議
の

重

要．
な
点
で

若
者
の

貞
献
を

強

化
し
た
」

。

「

1
わ

れ

わ

れ
は

、

以

前
の

ド
ー

ハ

会

議
に

則
っ

て
、

異
な
っ

た

宗
教
の

人
々

が
信

頼
と

誠
意、

自

由
と

相
互

の

尊
重
の

雰

囲
気
を

醸
成
す
る

よ

う
宗
教
的
権
威
や

教
育
の

権

威
に

呼
び

か
け
る

。

2

こ

の

第
九

回
ド
ー

ハ

会

議
の

関
心
に

基
づ

い

て、

わ
れ

わ

れ

は
、

純
粋
な

コ

ミ
ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

と
そ
れ

に

伴
う

協
力
の

た
め
に

ソ

ー

シ

ャ

ル
・

メ

デ
ィ

ア

を

用
い

る

手
段
を

探
求
す
る
よ

う
あ

ら
ゆ
る

世
代
の

男
女
に

呼
び

か
け
る

。

3
わ
れ

わ

れ
は

、

社
会
的
領

域、

個
人

的
領
域、

ス

ピ

リ
チ
ュ

ア

ル

な
領
域
な
ど

多
く
の

領
域
に

お
け
る

理

解
や

協
力
の

改

善
の

た

め
の

関
心
や
ビ

ジ

ョ

ン

を

も
た
ら

す
よ

う
に
と
り
わ

け

若
者
に
呼
び
か

け
る

。

4
本

当
の

対

話
や

協
力
を

実
行
す
る

た

め

に、

ま
た、

可
能

な

限

り
広

く、

国
連
や

ユ

ネ
ス

コ

の

よ

う
な
権
威、

ま
た
、

さ
ま

ざ
ま
な

宗
教
的
権

威
に

こ

れ
ら
の

規
範
や

提
案
を

伝
え
る
た
め

に
、

ソ

ー

シ
ャ

ル
・

メ

デ
ィ

ア

の

責
任

あ
る

使
用
の

た
め
の

行
動
規

範
や

提
案
を

開
発
す
る

よ

う
に、

本

会
議
は
、

ド

ー

ハ

国
際

諸
宗
教
対
話
セ

ン

タ
ー

（
UH

Ω
U）

に

勧
告

す
る

。

5
わ
れ

わ

れ
は
、

ロ

ー

カ

ル

な
レ
ベ

ル
、

地
域
レ
ベ

ル
、

国
際
レ

ベ

ル

で

諸

宗
教
対
話
を
強

化
す
る

た
め
に
、

電
了

的
な
ソ

ー

シ

ャ

ル

・

メ

デ

ィ

ア

を

利
用

す
る

フ

ォ

ー

ラ

ム

の

展
開
を

UHOHU

に

勧
告
す
る

。

6

わ

れ
わ

れ
は、

宗
教
や
そ
の

象
徴
を
尊
重
し
ソ

ー

シ

ャ

ル
・

メ

デ

ィ

ア

の

乱
用
を
妨
げ
る

よ

う
に、

さ
ま

ざ
ま
な

宗
教

的
な

権
威
や

世

界
中
の

よ

き

信
仰
を
持
っ

た

男
女
と

さ
ら
に

効
果
的
な
コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

を

展
開

す
る

よ

う
に

UH

Ω
O
に

勧
め
る
」

。

　
こ

の

よ

う
に
、

カ

タ
ー

ル

は

中
東
の

小

国
な
が

ら、

ユ

ダ

ヤ
教、

キ

リ

ス

ト
教

、

イ
ス

ラ

ー

ム

と
い

う
一

神
教
の

間
の

対
話
に

関
し
て

大
き
な

貢

献
を
な
し
て

い

る
。

わ
れ
わ

れ
は
、

今

後
と

も
そ
の

動
向
に

つ

い

て

注
視

し

て

学
ぶ

べ

き
は

学
び
、

ま
た
、

頁
献
で

き
る

こ

と

が
あ
れ
ば
、

積
極
的

に

貢
献
し
て

い

く
べ

き
で

あ
ろ

う。

　
私
自
身

、

パ

ネ
ル
・

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ
ョ

ン

の

報
告
担
当
者
と

し

て

会
議

の
一

翼
を

担
う
こ

と

が
で

き
た
こ

と

を

名
誉
と

思

う
と

と

も
に

喜
び
と

感

じ
て

い

る

こ

と
を

記
し
て、

私
の

報
告
と
し

た

い
。

188（810）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


